
2026年度五山送り火グッズの作画を担当いただいた池上真紀さんにお話をうかがいました。 

 

－－今回作画を担当いただくことになった際のお気持ちを聞かせてください。 

 私はもちろんですが、娘が大喜びでした。娘は京都五山送り火を鑑賞するのが大好きなん

です。遠足などで大文字山に登ったり、送り火を眺めていたときにテレビ取材を受けたこと

があったりと、いい思い出があるんでしょうね。 

 大学入学から京都で暮らしていますが、実は毎年必ず京都五山送り火を見に行くようにな

ったのは、娘が生まれてからなんです。当時、平安神宮のあたりに住んでいて、大文字の炎

の揺らめきまで見える地域でした。それから家族で京都五山送り火を見に行くのが習慣にな

っています。 

 

－－制作にあたり、テーマやイメージはありましたか？ 

 京都五山送り火は、ご先祖様を冥府に送る仏教的行事なので、儀式的で神秘的な雰囲気を

出したいと考えた色使いになっています。 

 また、私は普段の制作から「白」を大切にしていて、白い色で「内に秘めた光」を表現し

ています。夜というシチュエーションなので山をシルエットとして影で表現するのが一般的

かと思いますが、山を主役として扱いたくて、あえて白色で表現しています。 

 

－－素材や技法など、制作のなかでこだわった点はありますか？ 

 現代は、額装して壁掛け展示が一般的であり、ある程度距離をとって絵画を鑑賞するスタ

イルが多いかと思うのですが、昔は机上などの近い距離で鑑賞することが多かったという特

徴がありました。だからこそ細密に描き込まれているんですね。私もそれを意識して制作し

ています。 

 大学卒業後、6年間で培った文化財修復の技術を生かしたいという気持ちもありました。

和紙や絹などの修復・修繕を行っていたのですが、古画の魅力として、作者が意図した表現

以上のものがあると思っていて。例えば、掛け軸なら巻いた際につく柔らかな巻きシワや筋

（すじ）といった大切に扱われてきた歴史や、時間の経過とともに生まれる自然な風合いな

どですね。 

 今回、全体でそういった雰囲気をつくりだすために、和紙の上にくしゃくしゃにした別の

和紙を貼っているんです。するとしわの山の部分はくっつかず、谷の部分はベースとなって

いる和紙にくっつきますよね。その山の部分をサンドペーパーで削り取ることで、古画のよ

うな質感を表現をしています。 

 

池上 真紀  IKEGAMI MASANORI 

＜主な経歴＞ 

1987年 兵庫県生まれ 

2013年 京都市立芸術大学大学院美術研究科保存修復専攻修了 

     京都市立芸術大学作品展 大学院市長賞（同12年） 

2013年～2019年 文化財修復技師として活動  

2020年 京都 日本画新展 優秀賞（同21年、23年） 

2024年 第9回日経日本画大賞展（上野の森美術館/東京） 

2026年 今後の展覧会情報 



 

［個展］ 

・9月15日（火）〜9月20日（日） 

池上真紀-浄土をみつめて-（ギャラリー恵風1.2階） 

 

［グループ展］ 

・8月29日（土）〜9月27日（日） 

タイトル未定（白沙村荘橋本関雪記念館） 

・9月1日（火）〜9月10日（木） 

生動in仁和寺（仁和寺） 

・10月13日（火）〜10月18日（日） 

生動（京都市美術館別館 第二展示室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 


